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お話

狂言「柿山伏」
かきやまぶし

せっしょうせき

休憩

能「殺生石」
＊都合により順番が変更になることも
　ございますのでご了承ください。

りょうしょう

はなし

きょうげん

きゅうけい

のう

つごう じゅんばん へんこう

10 1月 日は「国際音楽の日」です

ー 能面と狂言面 ー
このパンフレットでは、女性と鬼の能面をイラストで描いています。どちらも能を代表する能面で、女面は「小面」や「若女」とい
う種類があります。もうひとつの鬼の能面は「般若」といい、頭に角が生えてしまうほど怒り、悲しんでいる女性の姿を表現してい
ます。能は多くの場合は能面を使いますが、狂言は素顔のまま芝居をすることが多い芸能です。しかし、狂言もいくつかの演目では
面を使い、こちらは狂言面と呼ばれます。狂言面は、たとえば同じ鬼でもどこか親しみやすさがあり、2つの芸能が描く世界観の違
いはこんなところにもはっきりと現れているのです。

こおもて わかおんな

はんにゃ
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能   狂言
能
のう

と狂
きょう

言
げん

は、どちらも古
ふる

くから楽
たの

しまれてきた

演
えん

劇
げき

です。いろいろな人
ひと

が工
く

夫
ふう

をして、長
なが

い時
じ

間
かん

をかけて今
いま

のような奥
おく

の深
ふか

い芸
げい

能
のう

になったの

です。ここでは 8 つの話
わ

題
だい

から、そんな能
のう

と 狂
きょう

言
げん

の世
せ

界
かい

を少
すこ

し学
まな

んでいきましょう。

能
のう
と 狂

きょう
言
げん
、2つの芸

げい
能
のう
をま

とめて「能
のう
楽
がく
」と呼

よ
びます。

まずは能
のう
について、お話

はな
しし

ましょう。能
のう
は、仮

か
面
めん
をつけ

て演
えん
じられる演

えん
劇
げき
です。神

かみ
様
さま

が出
で
てくるもの、鬼

おに
が出
で
てく

るものなど、たくさんの物
もの
語

がたり

があり、その数
かず
は 200 種

しゅ
類
るい

以
い
上
じょう
もあります。笛

ふえ
・小
こ
鼓
つづみ
・大
おお
鼓
つづみ
・太
たい
鼓
こ
という楽

がっ
器
き
の

演
えん
奏
そう
と、 情

じょう
景
けい
描
びょう
写
しゃ
や登
とう
場
じょう
人
じん
物
ぶつ
の気
き
持
も
ちを独

どく
特
とく
のリズム

をつけて謡
うた
い上
あ
げる地

じ
謡
うたい
という人

ひと
たちによって、物

もの
語
がたり
が

進
すす
んでいきます。主

しゅ
役
やく
をシテ、その相

あい
手
て
役
やく
をワキといいます。

観
かん
阿
あ
弥
み
・世
ぜ
阿
あ
弥
み
親
おや
子
こ
は、能

のう
楽
がく
を学
まな
ぶ

ときの最
さい
重
じゅう
要
よう
人
じん
物
ぶつ
！　そのふたりを

知
し
るのに欠

か
かせないのが『風

ふう
姿
し
花
か
伝
でん
』

です。父
ちち
・観
かん
阿
あ
弥
み
の教
おし
えをもとに世

ぜ

阿
あ
弥
み
が書
か
き残
の
した本

ほん
で、日

に
本
ほん
で一
いち
番
ばん

古
ふる
い演
えん
劇
げき
論
ろん
です。例

たと
えば、秘

ひ
めるこ

とでモノの魅
み
力
りょく
が高
たか
まることを、世

ぜ

阿
あ
弥
み
は「秘

ひ
すれば花

はな
」という言

こと
葉
ば
で

表
ひょう
現
げん
しました。今

いま
では日

に
本
ほん
文
ぶん
化
か
を知
し

る手
て
掛
が
かりとして、世

せ
界
かい
で読
よ
まれてい

る名
めい
作
さく
なのです。

表
ひょう
情
じょう
に変
へん
化
か
のない人

ひと
を指
さ
して「能

のう
面
めん
のような顔

かお
」ということがありますが、そ

れは大
おお
きな間

ま
違
ちが
いです。能

のう
面
めん
をつけて、顔

かお
を少
すこ
し上
うえ
に向
む
けたときを「テル」と呼

よ

び、明
あか
るい 表

ひょう
情
じょう
が現
あら
れます。反

はん
対
たい
に顔
かお
を少
すこ
し下
した
に向
む
けたときを「クモル」と呼

よ
び、

悲
かな
しい 表

ひょう
情
じょう
が現
あら
れます。いずれもその動

うご
きはわずかですが、実

じつ
は物
もの
語
がたり
の場
ば
面
めん

に合
あ
わせて能

のう
面
めん
はとても豊

ゆた
かな変

へん
化
か
をみせているのです！

能
のう
楽
がく
の基
き
本
ほん
動
どう
作
さ
は、つま先

さき
をわずかに

上
あ
げて 踵

かかと
は舞
ぶ
台
たい
から離

はな
さず、ゆったり

と歩
あゆ
みを進

すす
めます。 重

じゅう
心
しん
は常
つね
に一
いっ
定
てい

の水
すい
平
へい
運
うん
動
どう
が基
き
本
ほん
で、その動

どう
作
さ
に欠
か
か

せないのがすり足
あし
です。ゆっくり動

うご
い

ているからカラダも楽
らく
なのかといえば、

そうではありません。それは、地
ち
上
じょう
か

らは空
そら
をのんびり進

すす
むかのように見

み
え

る飛
ひ
行
こう
機
き
が、実

じっ
際
さい
はもの凄

すご
いエネルギー

を使
つか
っているのと同

おな
じことなのです！

能
のう
や 狂
きょう
言
げん
が演
えん
じられる舞

ぶ
台
たい
は、役

やく
者
しゃ
と少
すこ
しばか

りの小
こ
道
どう
具
ぐ
（作
つく
リ物
もの
といいます）だけが並

なら
ぶ空
くう
間
かん

です。そして、 美
うつく
しいリズムをつけた言

こと
葉
ば
（謡
うた

いといいます）で物
もの
語
がたり
を描
えが
きます。能

のう
楽
がく
を楽
たの
し

むとき、大
たい
切
せつ
なことのひとつが言

こと
葉
ば
をよく聞

き
くこ

とです。そして 頭
あたま
の中
なか
で、その場

ば
面
めん
を想
そう
像
ぞう
して

ください。そのとき、 隣
となり
の人
ひと
と同
おな
じイメージで

ある必
ひつ
要
よう
はまったくありません！　能

のう
楽
がく
は、皆

みな
さ

んの想
そう
像
ぞう
力
りょく
を信
しん
じて、役

やく
者
しゃ
と観
かん
客
きゃく
が一
いっ
緒
しょ
になっ

て物
もの
語
がたり
を進
すす
めていく日

に
本
ほん
独
どく
自
じ
の演
えん
劇
げき
なのです。

その 昔
むかし
、能
のう
舞
ぶ
台
たい
は屋
おく
外
がい
に建
た
っていました。今

いま
の能
のう
舞
ぶ
台
たい

に立
りっ
派
ぱ
な屋
や
根
ね
があるのはそのためです。 周

しゅう
囲
い
の4本

ほん
の

柱
はしら
は屋
や
根
ね
を支
ささ
えると同

どう
時
じ
に、能

のう
面
めん
をつけた役

やく
者
しゃ
が舞
ぶ
台
たい

を動
うご
く時
とき
の目
もく
印
てき
にもなっています。舞

ぶ
台
たい
奥
おく
の松
まつ
は年
ねん
中

じゅう

枯
か
れることのない 植

しょく
物
ぶつ
で、どんな物

もの
語
がたり
にも寄

よ
り添
そ
いや

すい自
し
然
ぜん
物
ぶつ
として描

か
かれています。そして、舞

ぶ
台
たい
左
ひだり
側
がわ
の

長
なが
い廊
ろう
下
か
を橋
はし
掛
が
りと呼

よ
び、ここでの演

えん
技
ぎ
にも 注

ちゅう
目
もく
です！

次
つぎ
は、 狂

きょう
言
げん
のお話

はな
しをしましょ

う。 狂
きょう
言
げん
は、笑

わら
いを 中

ちゅう
心
しん
とし

た演
えん
劇
げき
です。主

しゅ
人
じん
公
こう
には、少

すこ
し

ばかりイタズラをしてしまうお

調
ちょう
子
し
者
もの
や、嘘

うそ
がバレてしまい大

おお

目
め
玉
だま
を食
く
らう間

ま
抜
ぬ
け者
もの
がたくさんいます。

能
のう
には歴

れき
史
し
上
じょう
の人
じん
物
ぶつ
が登
とう
場
じょう
すること

もありますが、 狂
きょう
言
げん
は 夫
おっと
・妻
つま
・主
しゅ
人
じん
な

ど、 私
わたし
たちの身

み
近
じか
にもいる普

ふ
通
つう
の人
ひと
が主
しゅ

役
やく
になることが多

おお
い喜
き
劇
げき
です。通

つう
常
じょう
は2

～3人で物
もの
語
がたり
が進
すす
みます。

今
いま
から約

やく
700年

ねん
前
まえ
の室
むろ
町
まち
時
じ
代
だい
、能
のう
は観
かん
阿
あ
弥
み
と世
ぜ
阿
あ
弥
み
と

いう親
おや
子
こ
によって今

いま
のようなスタイルにまとめ上

あ
げられ

ました。さらに古
ふる
い時
じ
代
だい
には、猿

さる
楽
がく
と呼
よ
ばれていました。

大
たい
陸
りく
から伝

つた
わったモノマネなどの芸

げい
能
のう
を散
さん
楽
がく
といい、そ

れが訛
なま
ったというわけです。江

え
戸
ど
時
じ
代
だい
には「式

しき
楽
がく
」とい

う公
こう
式
しき
の儀
ぎ
式
しき
で用
もち
いられる芸

げい
能
のう
として認

みと
められ、能

のう
と

狂
きょう
言
げん
の地
ち
位
い
は確
たし
かなものになりました。

能
のう

ってなに!?

ベストセラー『風
ふ う

姿
し

花
か

伝
で ん

』

ほほ笑
え

み、

涙
なみだ

する能
の う

面
め ん

足
あ し

元
も と

にも注
ちゅう

目
も く

しよう まとめ「能
の う

楽
がく

の楽
たの

しみ方
か た

」

ナゼがいっぱいの能
の う

舞
ぶ

台
た い

狂
きょう

言
げん

ってなに !?

散
さ ん

楽
が く

➡猿
さ る

楽
が く

➡能
の う

楽
がく

!

「なぜ」「どうして」を知
し

る！

と

のう きょう げん

はじめまして 1 2

3

5
4

7 8

6

① 本
ほん
舞
ぶ
台
たい
／一
いっ
辺
ぺん
が約
やく
6mの正

せい
方
ほう
形
けい
の空
くう
間
かん
。屋
や
根
ね
を支
ささ
える 柱

はしら
は、

左
ひだり
下
した
から時

と
計
けい
回
まわ
りに目

め
付
つけ
柱
ばしら
、シテ 柱

ばしら
、笛
ふえ
柱
ばしら
、ワキ柱

ばしら
といい

ます。② 階
きざはし

／舞
ぶ
台
たい
中
ちゅう
央
おう
にある階

かい
段
だん
。 昔
むかし
、能
のう
の開
かい
始
し
を呼
よ
びかけるときの上

のぼ
り下
お
りに使

つか
いまし

たが、今
いま
は使
つか
われることはありません。③ 地

じ
謡
うたい
座
ざ
／風
ふう
景
けい
描
びょう
写
しゃ
などを独

どく
自
じ
のリズムで謡

うた
う地
じ
謡

うたい

を担
たん
当
とう
する役

やく
者
しゃ
が座
すわ
る空
くう
間
かん
。④ 後

あと
座
ざ
／右
みぎ
から 順

じゅん
番
ばん
に、笛

ふえ
・小
こ
鼓
つづみ
・大
おお
鼓
つづみ
・太
たい
鼓
こ
の楽
がっ
器
き
を演
えん

奏
そう
する役

やく
者
しゃ
が並
なら
びます。⑤ 切

きり
戸
ど
口
ぐち
／役
やく
者
しゃ
の出
で
入
い
りに使

つか
う小
ちい
さな引

ひ
き戸
ど
。⑥ 鏡

かがみ
板
いた
／大
おお
きな老

おい
松
まつ

が描
えが
かれた舞

ぶ
台
たい
背
はい
景
けい
。⑦ 橋

はし
掛
がか
り／本

ほん
舞
ぶ
台
たい
と 鏡
かがみ
の間
ま
を結
むす
ぶ舞
ぶ
台
たい
空
くう
間
かん
。⑧ 一

いち
の松
まつ
、二
に
の松
まつ
、三
さん
の

松
まつ
／本
ほん
舞
ぶ
台
たい
から離

はな
れるほど松

まつ
が小
ちい
さくなるのは、遠

えん
近
きん
感
かん
を出
だ
すための工

く
夫
ふう
。⑨ 揚

あげ
幕
まく
／橋
はし
掛
がか
りと

鏡
かがみ
の間
ま
を仕
し
切
き
る五
ご
色
しき
の幕
まく
。⑩ 鏡

かがみ
の間
ま
／揚
あげ
幕
まく
の奥
おく
にある大

おお
きな 鏡

かがみ
のある空

くう
間
かん
。主
しゅ
役
やく
はここで

能
のう
面
めん
をつけ、出

で
番
ばん
に備
そな
えます。

① 本
ほん
舞
ぶ
台
たい

③ 

地じ

謡う
た
い

座ざ

② 階
きざはし

④ 後
あと
座
ざ

⑥ 鏡
かがみ
板
いた

⑤ 切
きり
戸
ど
口
ぐち

⑦ 橋
はし
掛
がか
り

⑩ 鏡
かがみ
の間

ま

⑨ 揚
あげ
幕
まく

⑧ 一
いち
の松

まつ

　 二
に
の松
まつ

　 三
さん
の松

まつ



https://umewaka.org/
umewakakai.piif@gmail.com

お話

狂言「柿山伏」
かきやまぶし

せっしょうせき

休憩

能「殺生石」
＊都合により順番が変更になることも
　ございますのでご了承ください。

りょうしょう

10 1月 日は「国際音楽の日」です

ー 能面と狂言面 ー
このパンフレットでは、女性と鬼の能面をイラストで描いています。どちらも能を代表する能面で、女面は「小面」や「若女」とい
う種類があります。もうひとつの鬼の能面は「般若」といい、頭に角が生えてしまうほど怒り、悲しんでいる女性の姿を表現してい
ます。能は多くの場合は能面を使いますが、狂言は素顔のまま芝居をすることが多い芸能です。しかし、狂言もいくつかの演目では
面を使い、こちらは狂言面と呼ばれます。狂言面は、たとえば同じ鬼でもどこか親しみやすさがあり、2つの芸能が描く世界観の違
いはこんなところにもはっきりと現れているのです。

こおもて わかおんな

はんにゃ




	令和3年度_小学生版s
	令和3年度_中学生版s

